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春
近
し
を
思
わ
せ
る
日
々
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
過
日
の
嘉
島
町
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
引
き
続
き
町
政
を
担

当
す
る
よ
う
に
と
の
ご
判
断
を
頂

き
気
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任

期
４
年
間
を
勝
負
の
時
と
し
て
町

政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
幸
い
に
も
町
民
の
方
々
の
ご

協
力
で
、
わ
が
町
に
課
せ
ら
れ
た

多
く
の
課
題
を
、
着
実
な
ス
テ
ッ

プ
で
実
現
の
方
向
に
向
け
て
進
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
央
政
界
の
混
沌
と
し
た
様
相

は
、
地
方
自
治
体
の
運
営
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
が

｢

時｣

は
待
ち
ま
せ
ん
。
現
段
階

で
可
能
な
事
業
を
積
極
的
に
且
つ

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現

在
、
造
成
中
で
あ
る
わ
が
町
の
体

育
・
文
化
の
よ
り
一
層
の
昂
揚
に

供
す
る
た
め
の
施
設
作
り
は
も
と

よ
り
、
前
任
期
よ
り
継
続
し
て
お

り
ま
す
各
事
業
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
幸

い
、
こ
れ
ま
で
６
期
に
わ
た
り
町

政
を
担
当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
お

か
げ
で
、
私
の
脳
裏
に
は
わ
が
町

の
隅
々
ま
で
情
景
が
描
き
だ
さ
れ

ま
す
。
私
の
町
政
運
営
の
モ
ッ
ト
ー

で
あ
り
ま
す
。

公
平
・
公
明
な
町
政

思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
町
政

活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
町
政

を
基
本
に
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
嘉
島
町
議
会
議
員
の
方
々
と
も

手
を
携
え
、
心
新
た
に
ス
テ
ッ
プ

を
踏
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
期
も
、
よ
り
以
上
の
ご
鞭
撻
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て

町
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

嘉
島
町
民
の
厚
い
信
頼
で
、
町

長
と
し
て
再
び
町
政
を
担
う
こ
と

に
な
っ
た
荒
木
泰
臣
氏
が
当
選
を

決
め
て
意
も
新
た
に
２
月
１
日
、

役
場
職
員
の
出
迎
え
を
受
け
て
初

登
庁
。
正
式
に
は
前
の
任
期
は
２

月
10
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

町
政
の
空
白
を
お
く
こ
と
な
く
、

こ
の
日
の
登
庁
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
職
員
か
ら
花
束
を
受
け
と

り
、
に
こ
や
か
に

｢

皆
さ
ん
と
共

に
嘉
島
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う｣

と
挨
拶
し
て
、
拍
手
を
背
に

執
務
室
に
入
り
ま
し
た
。

'11 �

��
嘉
島
町
長

嘉
島
町
議
会
議
員

嘉島町長に

荒 木 泰 臣 氏(64)
“着実な足どりで

町勢昂揚を”

就
任
御
挨
拶

� � � � � � � � � � � � � � � � � �
嘉島町長選挙投票結果

荒 木 泰 臣 �,���
坂 � 栄 史 �,��� 当

日 有権者数 投票者数 投票率 (％)

男 �,��� �,��� ��.��
女 �,��� �,��� ��.��
計 �,��� �,��� ��.��

町長選及び町議選結果 (無効票 55)

初
登
庁

� � � � � � � � � � � � � � � � � �
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嘉島町議会議員に当選された方々
右上より得票順(敬称略)

嘉島町議会議員一般選挙結果(得票順)

候補者名 (敬称略) 得 票 数

当 鍋 田 平 ���
当 川 上 國 治 ���
当 住 田 守 ���
当 本 田 金 男 ���
当 木 田 勝 ���
当 河 原 泉 ���
当 津 出 悦 男 ���
当 富 山 勝 ���
当 木 下 徹 ���
当 岡 牧 生 ���
当 宮 本 睦 生 ���
次 齊 藤 光 利 ���

木
きの

下
した

徹
とおる

(62)

無・現 当選５回

会社役員・上島

岡
おか

牧
まき

生
お

(64)

無・現 当選３回

農業・鯰

宮
みや

本
もと

睦
むつ

生
お

(41)

無・新 当選１回

会社役員・上島

富
とみ

山
やま

勝
まさる

(66)

無・新 当選１回

農業・上六嘉

川
かわ

上
かみ

國
くに

治
はる

(67)

無・現 当選５回

会社員・下六嘉

住
すみ

田
だ

守
まもる

(62)

無・現 当選２回

保護司・鯰

本
ほん

田
だ

金
かね

男
お

(69)

無・現 当選４回

農業・上仲間

木
き

田
だ

勝
まさる

(63)

無・現 当選３回

農業・下仲間

河
かわ

原
はら

泉
いずみ

(67)

無・現 当選２回

農業・北甘木

津
つ

出
で

悦
えつ

男
お

(72)

無・現 当選３回

農業・北甘木

鍋
なべ

田
た

平
たいら

(60)

無・新 当選１回

郵便局長・上島
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西 校 区 の 皆 さ ん

成

人

式

｢｢君君ヶヶ代代｣｣ 斉斉唱唱

99
名

(

男
55
・
女
44
・
町
内
居

住
84)

の
成
人
を
祝
う
嘉
島
町
成

人
式
は
95
人
が
出
席
し
て
１
月
９

日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
か
ら
有
権
者
と
な
る

新
成
人
を
前
に

｢

社
会
情
勢
が
混

沌
と
し
て
い
る
現
代
、
有
権
者
と

し
て
の
確
固
と
し
た
視
点
が
必
要｣

と
荒
木
町
長
は
じ
め
、
来
賓
の
方
々

の
励
ま
し
と
心
構
え
な
ど
の
言
葉

に
添
え
て
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
応
え
て
嘉
島
中
学
時

代
に
生
徒
会
長
を
努
め
た
松
山
智

徳
さ
ん

(

上
島)

が
謝
辞
を
、
副

会
長
だ
っ
た
西
田
晃
一
郎
さ
ん

(

上
六
嘉)

が
堂
々
と
交
通
安
全

宣
言
を
読
み
あ
げ
て
式
典
の
幕
を

閉
じ
、
両
小
学
校
の
校
区
別
に
記

念
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
て
成
人
式

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

二
階
か
ら
は
例
年
に
な
い
多
く
の

親
御
さ
ん
が
、
我
が
子
の
晴
れ
姿

に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

記念品が贈られました

嘉島産業より
藤木 美鈴さん

町区長会より
安藤 千恵さん

嘉島町より
宮地久美子さん

交通安全宣言
西田晃一郎さん

成人代表謝辞
松山 智徳さん
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東 校 区 の 皆 さ ん

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
住
み
よ
い
郷
土
ふ
る
さ
と

づ
く
り
は
、
嘉
島
町

民
の
心
か
ら
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
道
路
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を

背
景
に
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
交
通
事
故
の
発
生
を
聞
か
な
い
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
・
重
大
事
故
や
高

齢
者
の
死
亡
事
故
の
増
加
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
県
内
で
は
78
人
も
の
尊
い
命
が
、
交
通
事
故
に
よ
り
失
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
私
た
ち
同
世
代
の
若
者
も
数
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
私
た
ち
新

成
人
の
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
今
一
度
真
剣
に
考
え
、

｢

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守｣

と

｢

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー｣

を
習
慣
づ
け

る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

｢

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い｣

、
ま
た

｢

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い｣

た
め
に
、
私
た
ち
は
、
本
日
、
こ
こ
に
決
意
を
新
た
に
し
て
、
次
の

こ
と
を
誓
い
ま
す
。

一
ひ
と
つ

私
た
ち
は
、
新
成
人
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
交
通
安

全
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、｢

交
通
ル
ー
ル｣

を
守
り
、｢

交
通
マ
ナ
ー｣

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

一
ひ
と
つ

私
た
ち
は
、
車
に
乗
車
す
る
際
、
必
ず
全
て
の
座
席
で
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
と
と
も
に
、
飲
酒
運
転
や
暴
走
運
転

な
ど
は
絶
対
に
行
い
ま
せ
ん
。

一
ひ
と
つ

私
た
ち
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
人
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
思
い
や
り
と
優
し
さ
を
持
っ
て
行
動

し
ま
す
。

一
ひ
と
つ

私
た
ち
は
、
交
通
安
全
の
輪
を
広
げ
、
安
全
で
快
適
な
交
通

社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

以
上
宣
言
し
ま
す
。

平
成
23
年
１
月
９
日

新
成
人
代
表

西

田

晃
一
郎

交
通
安
全
宣
言

ヘヘアアーーフファァッッシショョンン 語語ららいい わわがが子子のの晴晴れれ姿姿ををじじっっとと見見つつめめてていいままししたた
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ま
も
な
く
先
輩
を
送
り
出
す
季
節
が
訪
れ

ま
す
。

嘉
島
中
学
校
で
は
、
県
下
で
も
有
数
の
校

風
を
創
り
出
す
源
泉
と
な
っ
た
生
徒
会
の
役

員
に
感
謝
し
、
新
し
い
役
員
を
選
び
出
し
た

新
執
行
部
の
認
証
の
儀
式
が
１
月
13
日
体
育

館
で
行
わ
れ
、
新
３
役
・
各
部
長
・
副
部
長

が
顔
を
揃
え
ま
し
た
。

新
３
役
の
皆
さ
ん
で
す
。(

敬
称
略)

会

長

林
田

佳
純

(

は
や
し
だ
か
す
み)

副
会
長

田

凌
典

(

た

り
ょ
う
す
け)

大
貝
優
美
加

(

お
お
が
い
ゆ
み
か)

書
記
会
計

日
吉

達
哉

(

ひ
よ
し
た
つ
や)

大
貝

知
加

(

お
お
が
い
と
も
か)

'11 �

��
平
成
23
年
第
１
回

嘉
島
町
議
会
臨
時
会

平
成
23
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会

臨
時
会
が
、
１
月
11
日
開
か
れ
ま

し
た
。
今
臨
時
会
に
は
左
記
の
２

議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果

両
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
度
嘉
島
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

(

第
４
号)

○
滝
河
原
東
地
区
枝
線
築
造
工
事

(

一
工
区)

請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
議
案

� � � � � � � � � � � � � � � � � �
大大貝貝((優優)) 田田 林林田田 日日吉吉 大大貝貝((知知))

����������������

嘉
島
の
子
ど
も
は
も
と
よ
り
大

人
も
待
っ
て
い
た
13
年
振
り
の
熊

本
公
演
と
な
る
木
下
大
サ
ー
カ
ス

は
、
い
よ
い
よ
２
月
11
日
か
ら
４

月
18
日
ま
で
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

ク
レ
ア
で
幕
を
開
け
ま
す
。
ホ
ワ

イ
ト
ラ
イ
オ
ン
や
空
中
ブ
ラ
ン
コ

な
ど
世
界
最
大
級
の
ス
リ
ル
満
点

の
シ
ョ
ー
で
感
動
の
世
界
を
演
出

し
て
く
れ
る
大
サ
ー
カ
ス
の
安
全

祈
願
祭
が
、
１
月
12
日
、
現
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
木
下
唯
志
社
長

や
実
行
委
員
会
関
係
者
80
人
が
出

席
、
松
岡
熊
日
事
業
局
長

(

実
行

委
員
長)

が

｢

多
く
の
人
に
愛
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
木
下
大
サ
ー

カ
ス
の
一
層
の
ご
活
躍
を｣

と
挨

拶
。
神
酒
拝
戴
の
儀
式
に
移
り
荒

木
町
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
、
か
わ

ら
け
で
飲
み
干
し
成
功
を
祈
願
し

ま
し
た
。
会
場
の
ク
レ
ア
駐
車
場

に
は
２
千
人
収
容
の
大
型
テ
ン
ト

が
２
月
５
日
か
ら
設
営
に
移
り
11

日
の
開
幕
を
迎
え
ま
す
。

祈願祭会場

勢勢揃揃いいししたた新新役役員員のの皆皆ささんん

嘉
島
中
学
校
生
徒
会
の

新
役
員
決
ま
る

安
全
な
公
演
を
願
っ
て

木
下
大
サ
ー
カ
ス



新
名
所｢

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園｣

の

誕
生
を
祝
い
ま
し
た
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嘉
島
町
に
ま
た
一
つ
、
す
て
き

な
広
場
が
誕
生
し
ま
し
た
。

｢

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園｣

で
す
。
緑
川
河
川
敷
の
蓍
町
橋
下

流
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

(

嘉
島
町
管
理

分
６
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
芝
に
覆
わ

れ
た
公
園
の
完
成
記
念
式
典
が
、

12
月
17
日
、
暖
い
日
射
し
の
中
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
荒
木
町
長
が
主

催
者
と
し
て

｢

国
土
交
通
省
、
熊

本
県
、
地
権
者
の
方
々
の
暖
い
お

力
添
え
で
、
素
晴
ら
し
い
公
園
が

完
成
し
ま
し
た
。
町
民
の
老
若
男

女
が
自
然
と
交
わ
り
、
環
境
を
学

び
、
健
康
を
保
持
す
る
こ
と
が
、

今
以
上
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た｣

と
喜
び
の
挨
拶
の
あ
と
、

国
交
省
の
喜
安
熊
本
河
川
国
道
事

務
所
長
、
林
県
河
川
課
長
、
川

上
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
て

式
を
終
り
、
記
念
植
樹
と
し
て

｢

紅
し
だ
れ
梅｣

を
町
長
や
小
学

生
ら
が
い
っ
し
ょ
に
植
え
ま
し
た
。

な
お
、
公
園
に
は
ア
キ
ニ
レ
、
ナ

ン
キ
ン
ハ
ゼ
、
ラ
ン
シ
ン
ボ
ク
な

ど
10
本
の
植
樹
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
東
西
両

小
学
校
の
生
徒
の
体
験
学
習
で
す
。

防
災
、
環
境
、
緑
川
の
生
き
も
の

の
３
班
に
分
か
れ
て
の
体
験
学
習
、

そ
し
て
高
齢
者
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
と
、
ス
ポ
ー
ツ
に
勉
強

に
嘉
島
に
誕
生
し
た
健
康
的
な
公

園
を
満
喫
し
ま
し
た
。

な
お
、
４
月
か
ら
供
用
開
始
の

予
定
で
す
。

'11 �

““自自然然とと交交わわりり健健康康のの増増進進にに””

ひひろろびびろろととししたた公公園園でですすねね

公公園園のの誕誕生生ににかかけけつつけけたた
生生徒徒たたちちもも起起震震車車体体験験等等をを ささっっそそくくググララウウンンドドゴゴルルフフ大大会会もも開開かかれれままししたた

全全 景景川川岸岸散散策策もも

紅紅ししだだれれ梅梅のの記記念念植植樹樹でですす
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摘
ん
だ
七
草
が
色
を
添
え
、
地
元

婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
心
を
こ
め

て
炊
き
あ
げ
た

｢

七
草
が
ゆ｣

500

人
分
。
参
拝
者
は
井
王
宮
司
が
自

ら
浮
島
窯
で
焼
き
あ
げ
た
茶
碗
に

盛
ら
れ
た｢

七
草
が
ゆ｣

を
、
ふ
ー

ふ
ー
吹
き
な
が
ら
口
に
運
び
ま
す
。

無
病
息
災
を
祈
る
長
蛇
の
列
、
嘉

島
の
春
の
名
物
行
事
に
天
候
も
味

方
し
た
１
日
で
し
た
。

火
災
や
犯
罪
か
ら
町
を
守
る
た

め
、
嘉
島
町
消
防
団
に
よ
る
年
末

警
戒
が
12
月
28
日
、
29
日
の
２
日

間
実
施
さ
れ
、
初
日
に
は
町
長
・

団
長
・
御
船
警
察
署
・
消
防
署
に

よ
る
巡
視
激
励
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
詰
所
に
団
員
が
整
列
し
、

｢

只
今
、
年
末
警
戒
中
！
異
常
あ

り
ま
せ
ん
！｣

と
気
合
の
入
っ
た

報
告
。
町
長
ら
が

｢

防
災
の
要
と

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。｣

と

激
励
の
言
葉
を
お
く
り
ま
し
た
。

寒
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
団
員
た

ち
は
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
警

戒
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

年
末
警
戒
時
の
整
列
状
況
・
規
律
・

動
作
、
格
納
庫
の
整
理
状
況
の
順

位
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

１
位

第
１
分
団
第
１
部

井
寺

２
位

第
１
分
団
第
２
部下

六
嘉

３
位

第
４
分
団
第
４
部

犬
渕

'11 �

こ
の
冬
一
番
の
冷
え
こ
み
と
伝

え
ら
れ
た
こ
の
日
の
朝
も
、
祭
り

の
始
ま
る
10
時
頃
に
は
小
春
日
和

の
よ
う
な
暖
か
さ
に
な
っ
た
１
月

７
日
、
恒
例
、
浮
島
神
社
の

｢
七

草
が
ゆ
祭
り｣

に
は
遠
く
久
留
米

か
ら
訪
れ
た
人
も
い
て
、
名
物
の

｢

七
草
が
ゆ｣

の
釜
の
後
に
は
長

蛇
の
列
が
続
き
ま
し
た
。

神
餞
田
で
作
ら
れ
た
赤
と
黒
の

古
代
米
に
、
地
元
の
子
供
た
ち
が

〝
こ
と
し
も
元
気
で〟

浮
島
神
社
の
七
草
が
ゆ
祭
り

おいしそうに湯気が立ちのぼっています

長蛇の列がいまやおそしと

神神様様ももいいたただだききままししたた

第１分団第１部の勇姿

厳厳厳
寒寒寒
ののの
中中中
ににに
眼眼眼
ををを
光光光
ららら
せせせ
ままま
ししし
たたた

消
防
団
の
年
末
警
戒

�������������������������������������������������������



嘉島町選手団

１区 (2.25㎞) 大貝 知加 (嘉島中学)
２区 (2.75㎞) 馬原 侑成 (嘉島中学)
３区 (2.95㎞) 宮村 柚里 (尚絅高校)
４区 (4.00㎞) 成松 研星 (嘉島中学)
５区 (4.60㎞) 西村 賢二 (一般・社会人)
６区 (4.80㎞) 光橋 達司 (鎮西高校)
７区 (7.00㎞) 川野 聡介 (開新高校)
８区 (5.70㎞) 池上 毅 (一般・社会人)
(補員) 永田 京夏・吉川 輝

林田総一郎・福島 理奈
清� 優太・河田 透
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第
35
回
を
迎
え
た
恒
例
の
上
益

城
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会
は
、
冬
の

陽
が
注
ぐ
12
月
19
日

(

日)

、
嘉

島
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
を
ス
タ
ー

ト
山
都
町
公
民
館
ま
で
の
８
区
間
、

34
・
05
㎞
に
男
女
混
合
、
郡
内
８

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
２
年
振
り
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
雪
の
た

め
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

午
前
８
時
40
分
、
嘉
島
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
、
甲

佐
町
の
米
村
選
手
が
力
強
く
宣
誓
、

選
手
た
ち
は
自
分
た
ち
の
リ
レ
ー

地
点
に
向
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
半
、
甲
佐
町
奥
名
会

長
の
号
砲
一
発
、
第
一
走
者
が
ス

タ
ー
ト
し
て
行
き
ま
し
た
。

嘉
島
チ
ー
ム
は
３
区
宮
村
選
手

が
２
秒
差
、
４
区
成
松
選
手
が
14

秒
差
の
区
間
２
位
の
力
走
を
見
せ

ま
し
た
が
、
平
坦
地
嘉
島
町
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
起
伏
の
多
い
、

し
か
も
登
り
が
続
く
コ
ー
ス
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
吸
い
と
ら
れ
て
、
結

局
１
時
間
59
分
13
秒
の
５
位
の
成

績
で
し
た
。
な
お
、
優
勝
は
山
都

町
Ａ
チ
ー
ム
１
時
間
53
分
23
秒
で

し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

嘉
島
中
学
校
、
冬
の
鍛
錬
と
し

て
初
の
試
み
と
な
っ
た
全
校
生
徒

に
よ
る
駅
伝
大
会
が
、
12
月
22
日
、

中
学
校
周
辺
道
路
１
周
１
㎞
を
20

周
、
全
長
20
㎞
を
コ
ー
ス
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
毎
に

17
・
18
人
で
１
チ
ー
ム
を
構
成
、

２
チ
ー
ム
の
合
計
タ
イ
ム
で
覇
を

競
い
ま
す
。
３
年
と
１
年
が
各
ク

ラ
ス
２
チ
ー
ム
、
２
年
が
３
チ
ー

ム
と
全
員
が
選
手
で
す
。

３
年
は
緑
、
２
年
は
赤
、
１
年

は
青
の
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
走
り

ま
す
。
西
村
校
長
の
号
砲
一
発
、

第
１
走
者
は
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

半
周
し
て
路
上
へ
。
各
チ
ー
ム
毎

に
作
戦
を
た
て
、
実
力
派
ラ
ン
ナ
ー

は
日
頃
走
り
な
れ
な
い
女
生
徒
ラ

ン
ナ
ー
を
思
い
や
っ
て
か
、
２
周

か
ら
３
周
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
雨

上
り
の
や
や
柔
い
コ
ー
ス
を
沿
道

の
声
援
を
背
に
、
力
い
っ
ぱ
い
走

り
ま
し
た
。

結
果
は
２
チ
ー
ム
の
合
計
タ
イ

ム
で
順
位
が
確
定
し
、
初
の
勝
者

と
な
っ
た
の
は
２
年
１
組
、
２
位

２
年
２
組
、
３
位
１
年
３
組
と
な

り
ま
し
た
。

嘉
島
中
学
に
冬
の
名
物
が
誕
生

し
た
１
日
で
し
た
。

'11 �

第
35
回
上
益
城
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会

健脚を競う！

寒風をついて駆け抜けました
初の嘉島中学校駅伝大会荒荒木木町町長長もも激激励励

選選手手宣宣誓誓のの
米米村村選選手手 ((甲甲佐佐町町)) ��������������������������������� �������������������������������������������������

頼頼んんだだよよ！！ デデッッドドヒヒーートト
校長先生の号砲で一せいにスタート

一一せせいいににススタターートトししままししたた
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汁｣
｢

具
め
し

(

ま
ぜ
ご
は
ん)｣

と
お
馴
染
み
の
２
品
、
具
の
切
り

方
、
味
の
つ
け
方
な
ど
な
ご
や
か

な
中
に
も
き
び
し
い
指
導
で
だ
ん

だ
ん
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
あ

｢

い
た
だ
き
ま
す
！｣

｢

お

い
し
い
ね｣

｢

さ
っ
そ
く
作
っ
て

み
ま
す｣

と
会
場
は
笑
顔
い
っ
ぱ

い
。
こ
の
夜
ど
こ
か
の
ご
家
庭
で

の
夕
食
は

｢
の
っ
ぺ
い
汁｣

だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

平
成
22
年
度
上
益
城
郡
人
権
教

育
指
導
者
研
修
会
が
１
月
20
日
、

役
場
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

溜
渕
上
益
城
郡
人
権
教
育
連
絡
協

議
会
長
が
挨
拶
し
た
あ
と

『

水
俣

病
で
受
け
た
差
別
や
苦
し
み
を

｢

の
さ
り｣

に
か
え
て』

の
啓
発

映
画
上
映
、
次
い
で
水
俣
病
の

語
部

か
た
り
べ

、
杉
本
肇
さ
ん
が

｢

水
俣
病

患
者
家
族
に
生
ま
れ
て｣

と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。
杉
本
さ
ん
は

｢

私
自
身
は
患
者
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
母
親
の
苦
し
み
を
毎
日
見

な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
学
校
を
出

て
東
京
に
出
て
も｢

故
郷
は
ど
こ｣

｢

水
俣｣

で
人
は
離
れ
て
い
き
ま

し
た
。｣

と
淡
々
と
し
た
語
り
口

で
偏
見
と
心
の
葛
藤
を
述
べ
、
出

席
者
も
、
身
動
き
も
せ
ず
聞
き
い
っ

て
い
ま
し
た
。

し
て
の
取
り
組
み
で
す
。

｢

引
き
算
で
こ
れ
が
出
来
た
ら
大

丈
夫
で
す｣

と
出
さ
れ
た
問
題
が

｢

100
―
５｣

｢

24
―
17｣

と
珠
の
働

き
を
懇
切
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
研
修
会
は
東
小
学
校

で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

'11 �

嘉
島
町
地
域
婦
人
会
が
主
催
し

て
12
月
15
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
い
た
食
文
化
継
承
料
理
講
習
会

に
は
、
若
い
会
員
さ
ん
が
熱
心
に

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

古
田
保
健
師
に
よ
る

｢

心
の
健

康｣

の
話
が
あ
っ
て
実
技
講
習
。

講
師
は
経
験
豊
か
な
ベ
テ
ラ
ン

会
員
さ
ん
。
地
域
の
食
材
を
生
か

し
た
日
常
性
の
あ
る
食
事
を
と
取

り
組
ん
だ
料
理
は
、｢

の
っ
ぺ
い

地
域
の
食
材
を
生
か
し
て

食
文
化
継
承
料
理
講
習
会

おおいいししいい献献立立がが出出来来上上ががりりままししたた �������������������������������������������������������������������������

������������
������������

������������
������������

������������
����� ｢

水
俣
病｣

と
聞
い
た
だ
け
で
人
は
離
れ
て
い
き
ま
し
た

平
成
22
年
度
・
郡
人
権
教
育
指
導
者
研
修
会

思
う
よ
う
に
動
か
な
い
指
先
を

に
ら
み
つ
け
る
先
生
方
。
１
月
６

日
、
西
小
学
校
で
の

｢

そ
ろ
ば
ん

指
導
実
技
研
修
会｣

で
す
。
講
師

は
益
城
町
公
民
館
そ
ろ
ば
ん
教
室

指
導
者
の
中
川
有
紀
さ
ん
、
黒
板

に
大
型
の
そ
ろ
ば
ん
を
吊
し
て
、

そ
ろ
ば
ん
の
歴
史
、
構
造
、
学
習

効
果
等
を
話
し
た
あ
と
実
技
指
導
、

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
３
年
、

４
年
で
そ
ろ
ば
ん
の
授
業
が
導
入

さ
れ
る
た
め
、
先
生
た
ち
も
真
剣

そ
の
も
の
、
お
正
月
休
み
も
返
上

頭
か
か
え
て

｢

ご
は
さ
ん
で
ね
が
い
ま
し
て
は
〜｣

淡淡々々とと語語るる杉杉本本ささんん
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“税金の使い道を
身近なもので考えてみましょう”

東小学校で租税教室

������������������������������������������������������������������������������������
間
も
な
く
確
定
申
告
の
時
期
。
お

父
さ
ん
た
ち
が
頭
を
悩
ま
す
姿
を
子

ど
も
た
ち
も
見
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

｢

税｣

と
は
何
だ
と
子
供
の
時
か
ら

教
育
を
と
嘉
島
の
両
小
学
校
で
は
租

税
教
室
を
６
年
生
を
対
象
に
毎
年
開

い
て
い
ま
す
が
、１
月
18
日
は
東
小
学

校
の
番
、講
師
は
市
内
の
税
理
士
、大

�
隆
義
先
生
、〝

人
生
と
は
何
か〟

と
い
き
な
り
風
変
り
な
自
己
紹
介
か

ら
悩
み
の
解
決
法
な
ど
話
し
た
後
、

本
番
の

｢

租
税
に
つ
い
て｣

を
説
き

始
め
ま
し
た
。
税
金
は
皆
を
幸
せ
に

す
る
た
め
の
も
の
、
税
は
ど
こ
で
誰

が
き
め
る
の
か
、
納
税
の
義
務
と
は

と
熱
っ
ぽ
く
語
り
ま
し
た
。

“町のスポーツ振興を
組織的に取り組もう”

総合型地域スポーツクラブ
設立検討委員会

｢

だ
れ
も
が
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
環
境
づ
く
り
を｣

と
、

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
設
立
検
討
委
員
会
が
１
月
18
日
開

か
れ
、
事
務
局

(

社
会
教
育
課)

か

ら
主
旨
の
説
明
の
あ
と
、
代
表
し
て

川
上
町
議
会
議
長
に
辞
令
が
渡
さ
れ
、

委
員
長
に
森
田
体
育
指
導
委
員
会
長
、

副
委
員
長
に
池
川
体
協
理
事
長
を
選

任
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
県
体
協

の
総
合
型
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
野

島
弘
宜
さ
ん
か
ら
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
説
明
の
あ
と
、

町
の
現
状
と
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

“手洗いうがいは
しつけの基本”

嘉島町給食委員会

年
明
け
て
初
の
給
食
委
員
会
議
が

１
月
14
日
開
か
れ
ま
し
た
。
榊
原
給

食
セ
ン
タ
ー
長

(

学
校
教
育
課
長)

の
挨
拶
の
あ
と
、
清
村
西
小
学
校
長

か
ら

｢

う
が
い
・
手
洗
い
な
ど
家
庭

の
躾
が
い
ま
い
ち
。
食
品
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
教
え
る
こ
と
も
必

要｣

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
か
ら
２
月
の
予
定
献
立
で
は
、

こ
ま
つ
菜
、
か
ぶ
、
大
根
な
ど
旬
の

味
覚
を
生
か
し
た
い
と
説
明
が
あ
り
、

話
題
は
最
近
の
子
ど
も
の
味
覚
、
嗜

好
に
及
び
、
み
ん
な
が
食
べ
て
く
れ

る
給
食
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

１
月
24
日
か
ら
の
１
週
間
は
、｢

全

国
学
校
給
食
週
間｣

で
す
。
終
戦
後

の
食
糧
難
の
時
代
に
始
ま
っ
た
学
校

給
食
の
役
割
や
意
義
を
改
め
て
理
解

し
、
充
実
さ
せ
る
た
め
の
行
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
町
で
も
教

育
・
給
食
に
関
係
す
る
先
生
た
ち
が

４
班
に
別
れ
て
生
徒
や
園
児
と
会
食

し
ま
し
た
。
初
日
の
24
日
は
嘉
島
幼

稚
園
。�
野
教
育
委
員
長
を
は
じ
め

教
育
委
員
の
先
生
た
ち
が
園
児
た
ち

と
楽
し
く
、
な
ご
や
か
に
話
し
な
が

ら
給
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

日
の
献
立
は
鯨
の
竜
田
揚
、
白
菜
の

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
あ
え
、
ス
ー
プ
な
ど
。

園
児
た
ち
も
き
れ
い
に
食
べ
ま
し
た
。

教育委員の先生たちと
おひるごはんをいっしょに

食べたよ！
｢全国学校給食週間に｣
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�������������������������������������������
人
権
問
題
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に

[その227]

暮
ら
し
と
人
権
シ
リ
ー
ズ
⑦

｢

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
等
を
め
ぐ
る
人
権｣

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
、｢
人
権｣

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

｢

あ
る
日
の
出
来
事｣

を
通
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
感
染
を
予
防
し
、
差
別
を
な

く
す
の
は
、
正
し
い
知
識

『

お
兄
さ
ん
の
赤
い
リ
ボ
ン』

ぼ
く
が
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
歩

い
て
い
る
と
、
近
所
に
住
む
大
学

生
の
お
兄
さ
ん
に
会
っ
た
。
胸
に

は
赤
い
バ
ッ
ジ
。｢

あ
ら
、
可
愛

い
わ
。｣

と
お
母
さ
ん
。
す
る
と
、

お
兄
さ
ん
は
、｢

こ
れ
は
、『

レ
ッ

ド
リ
ボ
ン』

と
い
っ
て
、
エ
イ
ズ

に
関
し
て
偏
見
を
持
た
な
い
、
エ

イ
ズ
と
と
も
に
生
き
る
人
を
差
別

し
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ん

で
す
よ
。｣

と
教
え
て
く
れ
た
。

エ
イ
ズ
と
い
う
言
葉
に
お
母
さ

ん
は
少
し
と
ま
ど
っ
て
、｢

エ
イ

ズ
っ
て
怖
い
病
気
で
し
ょ
。｣

と

聞
く
と
、
お
兄
さ
ん
は
笑
っ
て
答

え
た
。｢

エ
イ
ズ
を
引
き
起
こ
す

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
日
常
生
活
で
は
感
染

し
ま
せ
ん
よ
。
だ
か
ら
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
や
エ
イ
ズ
患
者
な
ど
を
避

け
た
り
、
恐
れ
た
り
す
る
こ
と
は

な
い
ん
で
す
。｣

そ
の
夜
、
テ
レ

ビ
を
見
て
い
る
と
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン

を
付
け
た
人
が
出
て
い
た
。
エ
イ

ズ
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
考
え
て
い

る
人
は
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
い

る
ん
だ
な
ぁ
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ

(

ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス)

に
感
染
し
て
起

こ
る
病
気
で
す
。
体
内
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

を
死
滅
さ
せ
る
治
療
法
は
ま
だ
見

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
で

は
、
薬
の
開
発
等
に
よ
り
、
早
期

に
診
断
し
、
早
く
治
療
を
開
始
す

る
こ
と
で
エ
イ
ズ
の
発
症
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
の
誤
っ
た
知
識
や
無
理

解
か
ら
生
じ
る
偏
見
や
差
別
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
病
気
に
加

え
、
こ
れ
ら
の
偏
見
や
差
別
が
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
を
苦
し
め
ま
す
。

エ
イ
ズ
に
関
す
る
問
題
で
必
要
な

こ
と
は
、
み
ん
な
の
関
心
と
理
解

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知

識
と
認
識
を
持
つ
こ
と
が
、
感
染

の
予
防
だ
け
で
は
な
く
、
不
安
や

偏
見
を
取
り
除
き
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
等
や
そ
の
家
族
へ
の
正
し
い
理

解
に
つ
な
が
り
ま
す
。(

熊
本
県

人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り) �����������������������������������������������
ポリスインフォメーション���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

｢

学
校
裏
サ
イ
ト｣

と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ

ト
遊
び
の
内
容
は
あ
ま
り
大
人

た
ち
に
知
ら
れ
ず
、
思
春
期
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ワ
イ
セ
ツ

情
報
や
誹
謗
中
傷
な
ど
、
有
害

情
報
の
発
信
基
地
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の

｢

学
校
裏
サ
イ
ト｣

も

大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

全
国
版
と
地
方
版
で
す
。
地

方
版
は
特
定
の
学
校
の
生
徒
た

ち
の
利
用
を
目
的
と
し
、
実
際

の
学
校
名
を
掲
げ
た
掲
示
板
で

｢

特
定
学
校
裏
サ
イ
ト｣

と
呼
び
、

閲
覧
や
書
き
込
み
を
す
る
の
は
、

そ
の
学
校
の
生
徒
が
多
い
。
そ

の
学
校
に
関
係
す
る
生
徒
ら
の

情
報
交
流
の
場
と
し
て
、
一
見

楽
し
そ
う
に
み
え
ま
す
。
し
か

し
、
実
名
や
実
名
が
推
定
で
き

る
書
き
込
み

(

例
え
ば
虫
食
い

と
い
わ
れ
る
○
中
○
雄)

で
の

誹
謗
中
傷
が
多
く
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
ネ
ッ
ト
の
匿
名
性
を
利

用
し
、
自
分
の
正
体
を
明
か
さ

ず
陰
湿
な
手
口
で
、
自
分
の
気

に
入
ら
な
い
相
手
を
傷
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
俗
に

｢

秘

密
基
地
遊
び｣

と
も
言
わ
れ
問

題
が
多
い
。

①
誹
謗
中
傷
発
信
が
起
き
や
す
い
。

②
俗
に｢

喧
嘩
サ
イ
ト｣

と
言
わ

れ
る
よ
う
に
暴
力
誘
発
情
報

の
発
信
に
な
り
や
す
い

③
ワ
イ
セ
ツ
情
報
発
信
に
な
り

や
す
い

④
サ
イ
ト
の
広
告
が
青
少
年
に

有
害
な
も
の
が
多
す
ぎ
る

当
初
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
利
用
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
次
第
に

携
帯
電
話
か
ら
の
利
用
が
主
流

と
な
り
保
護
者
や
教
師
の
見
守

り
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
の
危
険
性
に
大
人

も
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
厳

格
な
フ
イ
ル
タ
リ
ン
グ
・
ソ
フ

ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
学
校
裏

サ
イ
ト
な
ど
を
使
え
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

知っておきたい������
子
ど
も
た
ち
の

ケ
ー
タ
イ
ト
ラ
ブ
ル

'11 �

く
ら
し
の
中
の
Ｉ
Ｔ

�����������������������������
��������������

※Ｈ22年12月末現在����������� �������������������������
御船町嘉島町益城町甲佐町 22年総計 21年総計 増減

刑法犯総数 61 133 165 38 397 387 ＋10

主
な
罪
種

オートバイ盗 ５ 16 16 １ 38 30 ＋８
自 転 車 盗 17 17 29 ８ 71 65 ＋６
車上ねらい ２ 12 ８ ２ 24 36 －12
万 引 き ３ 42 13 １ 59 58 ＋１
空 き 巣 ２ ３ 10 ２ 17 14 ＋３

その他の罪種 32 43 89 24 188 184 ＋４
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○募 集 人 員 １名程度

○必要な条件 パソコン (ワード､ エクセル等) で一定の入力操作ができる方

○応 募 方 法 写真を貼った履歴書 (市販のもので可) に必要事項を記入の上､ 提出先までご持参

または郵送ください｡

○勤 務 内 容 一般事務の補助的業務

○任 用 期 間 平成23年４月１日から平成23年９月30日まで

○勤 務 時 間 ８時30分から17時15分まで (土・日・祝日除く)

○選 考 方 法 書類審査のうえ､ 面接により選考

○受 付 期 間 平成23年２月18日(金)から３月４日(金)まで

(土・日を除く８時30分から17時15分まで､ 郵送は３月４日(金)消印有効)

○提 出 先 〒861-3192 熊本県上益城郡嘉島町上島530番地

嘉島町役場総務課人事広報係あて

○その他詳しいことのお問い合わせは�237-1111 嘉島町役場総務課 (担当 中村・松永まで)

血管を傷つける病気(動脈硬化)から起こる重い病気(脳梗塞・慢性腎臓病[CKD]など)を予防する

には､ 血圧を上手くコントロール(調節)することがとても重要です!!

高血圧症は､ 介護を必要とする機能障害をもたらす病気の要因のひとつであることはよく知られ

ています｡ 最近では認知症の原因(脳血管型認知症)も､ 高血圧と関連があることが分かってきまし

た｡

この教室は､ 自分のからだ(健康状態)を把握し､ 血圧を適正に調整することから病気の重症化予

防について学ぶ教室です｡ 高血圧症の治療を受けている方は､ この機会に一度ご自分の血圧のコン

トロール状況を確認するためにもぜひご参加ください｡

記

１. 対 象 者 嘉島町にお住まいの40歳～74歳までの方で､ 現在薬による高血圧症の治療を受けて

いる方 (これまでに高血圧症で治療を受けたことのある方も含む) 10名

２. 日 時 平成23年３月10日(木) 10時～11時半まで

３. 場 所 嘉島町保健センター

４. 申し込み ３月４日(金)まで嘉島町町民課保健係へ電話にてお申し込みください｡

５. 参加費用 無料です｡

この教室についてのお問い合わせ・お申し込み先

役場町民課保健係 � (237) 2574

嘉島町臨時職員を募集します

����������������������������������������������������������������������
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嘉島町消防団では若い新入団員を募集しています｡ 毎年２月から４月にかけて､ 各地域の消防団員が勧
誘にお伺いします｡ 消防団は地域の若者同士が楽しく集う場であり､ 災害対応のノウハウを培う場でもあ
ります｡ 積極的に消防団に入団し､ 皆さんが住んでいらっしゃる地域のために貢献しましょう！また､ 各
地域の取り決めにより､ 入団されない場合､ 地域のために消防団活動をしている人々との不公平をなくす
ため､ 協力金をいただく場合がありますのでご了承ください｡

消防団は地域のもっとも身近なボランティア！

消防団というのは､ 皆さんがすぐに思い浮かべる消防署や消防庁といった組織とは違い､ ごく普通の社会
人や学生さんが“自分たちのまちを､ 自分たちで守りたい”というココロで消防活動をしている団体です｡

なぜ消防団が必要なのか？

けたたましく鳴り響くサイレンの音を聞いたら…｡ そこには､ 火事の中で､ 炎に包まれ途方にくれてい
る人がいるのかも知れません｡ その人は誰かの大切な家族であり､ 友人であり､ 恋人であるはずです｡ 助
けに来てくれる人は少ないかもしれません｡ さあ､ あなたの出番です｡ “地域のことをよく知っている”
消防団は地域に密着した効果的な消防活動・救助活動を行うことができます｡

消防団の処遇と任務は？

消防団は非常勤特別職の地方公務員として処遇されます｡

消防団の任務

※消防音楽隊の隊員も募集しています！
嘉島・御船消防音楽隊は平成元年に発足し､ 様々なイベントに参加しています｡ 週２回午後８時から
10時まで練習を行っており､ 和気あいあいの中にもその技術向上に励んでいます｡ 吹奏楽等の経験､ 性
別､ 年齢は問いませんので､ 興味のある方はお問い合わせください｡

入団に関してのお問い合わせ
嘉島町役場総務課 消防担当まで �237-1112 (内線213)

嘉島町消防団員募集のお知らせ

入 団 資 格 ・嘉島町に居住し､ 又は勤務する方
・年齢18歳以上の方

入団後の待遇 ・消防活動中､ 負傷した場合の補償制度があります｡
・消防団活動に必要な制服などが貸与されます｡

平 常 時

・火災予防運動 (巡回広報､ 一人暮らし老人宅調査等)
・警備警戒活動 (年末警戒等)
・教育訓練活動 (出初式､ 規律訓練､ 操法訓練等)
・消防機械器具等の点検､ 整備

災 害 時

・火災 (建物火災､ 枯草火災､ 車両火災等)
・風水害 (台風､ 集中豪雨､ 洪水)
・地震
・その他 (人命救助､ 避難誘導､ 行方不明者捜索等)

その他の活動
消防防災活動だけでなく､ 地元の祭り等にも参加しています｡
※消防音楽隊は､ 出初式や消防点検､ その他消防啓発のため､
積極的に地域のイベントに参加しています｡



※取扱金融機関…上益城農協､ 肥後銀行､ ゆうちょ銀行､ 熊本ファミリー銀行､ 九州労働金庫､
熊本第一信用金庫の各店舗｡

※領収は､ 通帳によりご確認ください｡ “納税であなたが築く豊かな郷土”
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ビバ！健康

冬になると､ 家の中にこもることが多くなり､ 運動不足になりがちです｡ また､ 家にずっとこもっ

ていると手持無沙汰でついつい食べ物に手が伸びたりと食べ過ぎにもつながり､ 体重が増加しがち

です｡ 体重増加を防ぐためにも､ 生活の中で工夫をしてみましょう｡

日々食事から摂取したエネルギーは､ 身体活動などによって消費されています｡ 摂取エネルギー

と消費エネルギーのバランスがとれていれば､ 身体に必要以上の脂肪がつくことはありません｡ 摂

取エネルギーと消費エネルギーのバランスを保つためにもいくつかの点に注意しましょう｡

☆生活の中でもっと身体をうごかしましょう｡

日常生活の中で少しだけ時間をさいて活動量を増やすことは､ ジョギングやテニスなどの ｢運動｣

を始めるより､ 毎日の生活の中で無理なく継続的に行うことができます｡

例えば､ 近場へは乗り物を使わずに歩く､ エスカレーターやエレベーターには乗らずに階段を使

う､ 移動はまとめてせずにこまめに動く､ 家では掃除や犬の散歩などは積極的に引き受ける､ 重い

荷物は率先して持つ､ なるべく車は使わず徒歩か自転車で動くなど少しの工夫をすることで消費エ

ネルギーを上げることができます｡

☆食べ過ぎ・飲みすぎを防ぐ食習慣を心がけましょう

①食事の間隔が空きすぎると､ 身体が危機感を感じ､ より身体にエネルギーをため込もうとします｡

１日３食なるべく決まった時間に食べましょう｡

②腹いっぱいではなく､ 腹八分目にしましょう

③夜遅くなればなるほど食べたものが脂肪になりやすいので､ 就寝３時間前は何も食べないように

しましょう｡

④食物繊維が豊富なものを先に食べることでおなかが脹らみ､ 食べ過ぎ防止になります｡ 野菜､ き

のこ､ 海藻などの副菜を先に食べるようにしましょう｡

⑤よくかむと､ 脳に ｢たくさんかんでいる｣ という指令が伝わり､ 満足感が得られやすくなります｡

ゆっくりよく噛んで食べましょう｡

⑥早食いは食べすぎの元となり､ ながら食いは食事に集中できず､ 食べ過ぎを招きます｡ 早食い､

ながら食いは避けましょう｡

⑦近くに食べ物があるとついつい手が伸びます｡ 近くに置かないようにしましょう｡

町民課保健係 �237-2574

体体体重重重増増増加加加ににに注注注意意意しししままましししょょょううう

� � � � � � � � � � � � � �
３月の納税

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 …… ⑩期
介護保険料

納期限日(口座振替日) 平成23年３月31日(木)

夜の税務相談
毎月第２第４水曜日
午後６時～午後８時
町税務課員が対応します｡

※確定申告期間中は､ お休みさせていただきます｡
(平成23年２月16日～３月15日)

�����
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平成22年10月分～平成23年１月分の子ども手当は､ ２月10日 (木) にそれぞれ希望金融機関の口

座に振り込みましたのでお知らせします｡ 例年通り､ 保育料の未納がある方は窓口払いとさせて頂

いております｡ ご了承ください｡

また､ ゆうちょ銀行 (子ども手当受給者本人名義の口座で､ 全銀対応用の振込番号が通帳に記載

されたものに限ります｡) への振り込みも可能になりました｡ ご希望の方は､ 通帳と印鑑 (認印可)

を持参し､ 役場で手続きをして下さい｡

お問い合わせは 町民課福祉係まで �237-2576
子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどもももももももももももも手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当((((((((((((２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月期期期期期期期期期期期期))))))))))))をををををををををををを振振振振振振振振振振振振りりりりりりりりりりりり込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみままままままままままままししししししししししししたたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！

★バウムクーヘンを作ろう!! (先着12家族)
バウムクーヘン作りを開催します｡

家族でアウトドアなおやつ作りを楽しみませんか？お父さんの参加も大歓迎です！�日時 ２月26日 (土) 10：00から12：00まで�場所 ファミリーサポートセンター (中庭)�参加費 １家族あたり200円�準備するもの 軍手､ 野外でも寒くない格好

参加を希望される方は､ 子育てひろば ｢あいあい｣ へ申込みをしてください｡ (２月14日から受付

開始です｡)

なお､ 今回はお子さんも一緒に参加となりますので託児はありません｡ 火を取扱いますので十分に

注意して参加して下さい｡ 万が一事故等が発生した場合､ 参加者の責任となりますのでご注意下さい｡

《お問い合わせや参加申込先》 子育てひろば ｢あいあい｣ �237-2977
★嘉島保育園にて園庭開放があります！�日時 ３月３日 (木) ９：30から11：30まで

※当日は保育園で開催されているひなまつり会の見学もできます｡

参加を希望される方は､ 前日までに保育園へ予約をし､ 当日は必ず保護者

同伴で利用してください｡

また､ 万が一事故等が発生した場合､ すべて保護者の責任となりますので､

十分注意して参加してください｡

《お問い合わせや参加申込先》 嘉島保育園 �237-1016
★その他子育てに関するお問い合わせは 町民課福祉係 �237-2576
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スポーツ安全保険に加入しましょう！

平成23年度のスポーツ安全保険の加入受付が３月から開始！万一のケガに備えて加入しましょう｡ 団体

活動を行う (子供会なども含む) ５名以上の方々で加入できます｡ 心臓マヒや脳卒中の突然死に対しては

突然死葬祭費用が支払われます｡ 掛金・保証内容は次のとおりです｡

※保険期間

・３月中に申し込みの場合…平成23年４月１日～平成24年３月31日まで

・４月１日以降に申し込みの場合…掛金を振り込んだ日の翌日～平成24年３月31日まで

お問い合わせは､ スポーツ安全協会熊本県支部まで

直通 �213-9015
担当：永井・中山・安田

加入対象者
補償される
団体活動等

加入
区分

年間掛け金
(１人当たり)

傷害保険金額 賠償責任保険
支払限度額
(免責金額なし)

突然死
葬祭費用保険死亡

後遺障害
(最高)

入院
(日額)

通院
(日額)

子ども
中学生以下
(特別支援学
校
高等部の生徒
を含む｡)

スポーツ活動
文化活動・ボラン
ティア活動・地域
活動

Ａ１ 600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

身体・財物賠償合算
１事故５億円
ただし､ 身体補償は
１人１億円

突然死で
(急性心不全､
脳内出血など)
その親族が負
担した
葬祭費用

上限180万円上記団体活動に加
え､ 個人活動中も
対象

ＡＷ 1,150円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円

身体・財物賠償合算
１事故５億500万円
ただし､ 身体賠償は
１人１億500万円

100万円 150万円 1,000円 500円
身体・財物賠償合算
１事故500万円

対象外

大

人

高校生以上

※65歳以上
の方も加入
できます｡

文化活動・ボラン
ティア活動・地域
活動､ 団体員の送
迎､ 応援､ 準備､
片付け

Ａ２ 600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

身体・財物賠償合算
１事故５億円
ただし､ 身体賠償は
１人１億円

突然死で
(急性心不全､
脳内出血など)
その親族が負
担した
葬祭費用

上限180万円

スポーツ活動
スポーツ活動の指
導

Ｃ 1,600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

子どものスポーツ
活動の指導・補助

ＡＣ 1,100円 1,000万円 1,500万円 2,500円 1,000円

65歳以上 スポーツ活動 Ｂ 800円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

全年齢
危険度の高いスポー
ツ活動

Ｄ 9,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

( 団 体 活 動 中 )

( 個 人 活 動 中 )

全年齢
短期スポーツ教室
(開催期間３ヶ月
以内) の活動

短期
スポーツ
教室

600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

身体・財物賠償合算
１事故５億円
ただし､ 身体賠償は
１人１億円

突然死で
その親族が負
担した
葬祭費用
上限180万円

加入区分・掛金・補償額

★短期スポーツ教室は､ インターネット加入のみの受付です｡

'11 �
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平成23年３月31日まで 平成23年４月１日から

嘉島町に住民登録のある 嘉島町に住民登録のある
満12歳到達後最初の３月31日まで 満15歳到達後最初の３月31日まで

(小学校６年生まで) (中学校３年生まで)

☆新しく対象になられる方 (嘉島町に住民登録のある現在中学１・２年生) は､ 交付申請書を１月末に
お送りしておりますので､ ３月４日(金) までに申請をお願いします｡

嘉島町役場 町民課保健係 �237-2574 (直)
国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

平成22年度の国民年金保険額は､ 一ヶ月15,100円です｡ 納めた国民年金保険料は ｢社会保険料控除｣ と
して全額控除の対象となり､ 税金の負担が軽減されます｡
まだ納付がお済みでない方は､ お近くの金融機関またはコンビニエンスストア等で納付してください｡
また､ 国民年金保険料の納付が困難な場合は､ 免除制度等もございますので､ 保険料についてご不明な

点がありましたら､ お近くの年金事務所または嘉島町役場町民課にお尋ねください｡

熊本東年金事務所 �367-8144
嘉島町役場町民課 �237-2574

｢交通遺児等育成資金の貸付｣ のご案内
・対象者
自動車事故により死亡または重度の後遺障害が残った方のお子様 (０歳～中学校卒業まで) を
対象とし､ その保護者の生活状況が一定の要件 (住民税の非課税等) に合致する方｡
・貸付金額 (貸付対象者１人に対して)
貸付と同時に一時金………………15万５千円
貸付期間中 月額………………２万円
小・中学校入学時に入学支度金…４万４千円

・貸付期間
貸付決定の月から中学卒業の月まで
・利子……無利子
・返還方法……一括返還または20年以内の均等割賦 (月賦・半年賦・年賦) による返還方法を選択
(高校・大学に進学した場合､ 在学期間は返還猶予できる)

｢介護料支給のご案内｣
・対象者
自動車事故で ｢脳｣ ｢脊髄｣ ｢胸腹部臓器｣ を損傷し､ 重度の後遺障害を持ち ｢常時｣ 又は ｢随
時｣ の介護が必要となった方｡
・支給額
常時要介護の方：自賠責後遺障害等級 ｢１級１号｣ 又は ｢１級２号｣

月額：58,570円～136,880円
随時要介護の方：自賠責後遺障害等級 ｢２級１号｣ 又は ｢２級２号｣

月額：29,290円～54,000円
詳しいことは自動車事故対策機構 熊本支所までお問い合わせください｡
〒860-0806 熊本市花畑町4-7 朝日新聞第一生命ビルディング �322-5229
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熊本さわやか長寿財団では､ 高齢者の健康・生きがいづくりを目的に､ 第23回熊本県シ

ルバースポーツ交流大会を開催します｡

スポーツ愛好家の皆様､ 奮ってご参加ください｡

＊競技種目 ラージボール卓球､ テニス､ ソフトテニス､ ソフトボール､ ゲートボール､

ペタンク､ ゴルフ､ 健康マラソン､ 弓道､ 剣道､ グラウンド・ゴルフ､

なぎなた､ 太極拳､ ソフトバレーボール､ サッカー､ ダンススポーツ

以上16種目

＊競技会場 熊本県民総合運動公園 他４会場

＊日 程 平成23年５月９日(月)～22日(日)

※競技種目の詳しい日程は､ パンフレットをご覧ください｡ なお､ パンフレッ

トは２月中旬に各市町村に送付いたします｡

＊参加資格 県内在住者で､ 平成24年４月１日時点で60歳以上の方

(昭和27年４月１日以前に生まれた方)

※健康マラソン女子は50歳代の方も参加できます｡

＊参 加 費 個人競技は１人500円 (団体競技は種目により金額が異なります｡)

＊募集期間 平成23年２月22日(火)～３月22日(火)

＊申込方法 役場町民課又は教育委員会においてあるパンフレットにてお申込みください｡

＊お問い合せ先 〒860-0842

熊本市南千反畑町3-7 (熊本県総合福祉センター３階)

財団法人 熊本さわやか長寿財団 生きがい推進課�354-3083 FAX096-354-3103

��������������������������
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１月３日､ 嘉島中学校体育館で､ 毎年恒例の新春バ
スケットボール交流会がありました｡ 今年で６回目｡
主に嘉島中バスケ部の現役生とそのＯＢ､ ＯＧが参加
し､ 初春の心地よい汗を流しました｡ 試合が進むうち
に参加者たちは､ 中学校の頃の先輩後輩に戻り､ 笑い
が飛び交う和やかムードになりました｡ 一汗かいた後
は､ お母さんたちからゼンザイと豚汁が振る舞われ､
それぞれの現況話に花が咲いていました｡�������������������������������������������������������������������

新春バスケットボール交流会
�������������
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新年おめでとうございます！
この冬の休暇､ 私は､ イングランドに里帰りしました｡
18ヵ月前日本に到着してから初めてイングランドに戻るの
で､ 私は非常に興奮していて神経質でした｡ 私は､ 家族や
友人 (特に祖母) に会うのを楽しみにしていました｡
私がイングランドに到着したとき､ 寒さに驚きました｡
そして､ とてもたくさんの雪がありました！しかし､ あり
がたいことに､ 雪は非常に美しく見えました｡
私は最初の数日間ロンドンにとどまり､ そこで家族や友
人の何人かに会い､ オックスフォード通りにクリスマスの
買い物に出かけました｡ クリスマスの装飾はものすごかっ
たです｡ そして､ クリスマスと新年の間､ 私は故郷のウル

バーハンプトンに戻りました｡ それは素敵でした｡ 私は､
たくさんの親族のみんなと､ クリスマスディナーをとりま
した｡ クリスマスディナーは美味しかったです｡ 私たちは
ジャガイモ､ 野菜､ ご飯を食べ､ みんなには私から離れた
ところに七面鳥がありました｡
そして､ 新年の後､ 私はいろいろな友人や家族に会うた

めに､ 英国 (リーズ､ バーミンガム､ マンチェスター､ ダー
ビー､ ロンドン) を旅行しました｡ 私は非常に忙しかった
ですが､ 非常に楽しい時間を過ごしました｡
私が熊本に戻って来たとき､ 故郷より寒かったです！そ

れにもかかわらず､ 私はとても熊本がなつかしかったので､
帰って満足でした｡

冬休み！

５
歳
か
ら
学
び
始
め
た
書
道
、

そ
し
て
絵
画
の
努
力
が
実
を
結
び

昨
年
８
月
、
福
島
県
で
開
か
れ
た

第
35
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
に
県
代
表
と
し
て
推
せ
ん
さ
れ

見
事
、
両
部
門
で
入
賞
し
た
の
が

大
塚
玲
王
君

(

井
寺)

。
日
本
画

家
で
あ
る
お
父
さ
ん
の
血
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く

ま
で
打
ち
込
ん
で
腕
を
磨
い
た
結

晶
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
現
在
、

第
二
高
校
２
年
の
玲
王
君
で
す
が
、

一
生
の
仕
事
と
し
て
精

進
し
た
い
と
の
こ
と
。

文
字
の
優
雅
さ
、
画
の

逞
し
さ
、
と
も
に
素
晴

ら
し
い
で
す
ね
。
朝
早

く
出
て
夜
遅
く
帰
る
玲

王
君
、
残
念
な
が
ら
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
は
次
の
機

会
に
。

'11 �
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大塚 玲王君(井寺)

拡
大
し
た
字
で
す

｢

王

維
詩
、
山
居
秋
瞑｣

第
二
高
校
二
年

大
塚

玲
王

最優秀賞作品 (左は拡大)

A frozen over canal in my home town.
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公民館講座
書道作品から

村上マサエさん
(74歳)

(北甘木)

�������������������������������
�������������������������������
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����������������������������
�����������������������������
�� ������������������� ����������
�����������������������������
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������������������������������
�������������������������
�����������������������������
�������������������������������

(

１
月
か
ら
歌
人
・
濱
名
理
香
さ
ん
の
指
導
を
仰
い
で
い
ま
す)

春
光
都す
べ

て
五
雲
の
中
に
在
り

福
永
先
生
と
小
山
先
生
の
朗
々

と
し
た
声
が
体
育
館
に
ひ
び
き
ま

す
。
マ
ス
ク
を
し
た
全
校
生
徒
が

43
の
班
に
別
れ
て
、
恒
例
の
百
人

一
首
大
会
が
、
１
月
20
日
行
わ
れ

ま
し
た
。
も
と
も
と
は
畳
の
上
の

遊
び
で
す
が
、
板
の
間
が
そ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
。
座
っ
た
足
の
や
り
場
に
、

も
ぞ
も
ぞ
の
生
徒
た
ち
で
す
が
、

眼
は
取
り
札
に
集
中
で
す
。

相
手
の
陣
か
ら
取
っ
て
得
意
顔

短 歌

����������������������

'11 �
の
生
徒
、
こ
の
札
だ
け
は
俺
の
も

の
と
手
元
に
並
べ
直
す
生
徒
、
と

熱
の
こ
も
っ
た
戦
い
が
２
回
行
わ

れ
、
結
局
、
学
年
毎
の
優
勝
は
３

の
３
、
２
の
１
、
１
の
１
と
な
り

ま
し
た
。

県
下
で
も
50
組
に
近
い
百
人
一

首
が
揃
っ
て
い
る
学
校
は
珍
し
く

嘉
島
中
学
校
の
初
春
に
ふ
さ
わ
し

い
名
物
行
事
は
、
今
年
も
賑
や
か

な
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

身身ををののりりだだししてて ｢｢ととっったた ｣｣

おおししととややかかにに ｢｢ははいい！！｣｣
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善

意

の

輪

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し

｢

地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て

下
さ
い
。｣

と
、
香
典
返
し
に
代

え
て
多
額
の
御
寄
付
を
頂
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
芳
志
に
添
い
ま
す
よ
う
、
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記

後
藤

陽
子
様

(

高
田)

亡

豊
様

富
永

省
三
様

(

北
甘
木)

亡

團
藏
様

森
島
カ
ズ
ヱ
様

(

北
甘
木)

亡

末�
様

４日 ・役場仕事始めの式及び庁内常会

・上益城広域連合仕事始めの式

・上益城郡町村会仕事始めの式

・熊本県町村会仕事始めの式

・熊本県土地改良事業団体連合会仕事始めの式

・熊本県共同募金会仕事始めの式

６日 ・益城､ 嘉島､ 西原環境衛生施設組合管理者会議

７日 ・井寺老人会定例会

・熊日・ＲＫＫ新春交礼会

９日 ・嘉島町成人式

11日 ・第１回嘉島町議会臨時会

・自由民主党熊本県支部連合会 ｢新春の集い｣

・町村長と県町村会及び全国町村会との意見交換

会

12日 ・木下大サーカス安全祈願祭

13日 ・上六嘉老人会新年会

・公明党新春の集い

・サントリープロダクツ垣見社長来庁応対

・熊本河川国道事務所長来庁応対

14日 ・熊本県商工会連合会新年祝賀会

・国会議員との意見交換会

17日 ・くまもと売れる米づくり推進本部委員会

18日 ・熊本県財産審議会

・熊本東税務署管内地区税協総会及び懇談会

19日 ・上益城広域連合正副連合長会議

・自衛隊相談員委嘱状交付式

・上益城郡町長定例会議

20日 ・嘉島町保護司会新年会

21日 ・嘉島町商工会役員会

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

◎
次
月
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

２
月
23
日

(

水)

弁
護
士

３
月
23
日

(

水)

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
定
員

(

原
則
４
名)

に
な

り
次
第
、
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

◎
相
談
場
所

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
相
談
時
間

午
後
１
時
30
分
よ
り

午
後
３
時
30
分
ま
で

(

１
人
30
分
以
内)

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
予
約
は
、

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
２
３
７
―
２
９
８
１

荒
木
町
長
談

新
た
な
気
持
で
町
政
と
取
り
組

む
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

混
沌
と
し
た
中
央
政
界
の
状
況

は
、
地
方
自
治
の
根
幹
す
ら
揺
る

が
し
か
ね
ま
せ
ん
し
、
情
報
の
分

析
が
現
場
業
務
の
軸
の
一
つ
に
さ

え
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
は
待
ち
ま
せ
ん
。

間
も
な
く
新
し
い
人
生
の
幕
明
け

と
な
る
新
入
園
・
新
入
学
・
新
社

会
人
、
或
い
は
新
世
帯
と

｢

新｣

ず
く
め
の
春
が
訪
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
わ
が
町
に
住
む
皆
さ
ん
が

｢

安
全
で
安
心｣

な
営
み
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
力
添
え
の
ほ
ど
を
。

町長の動き
１月の

木下サーカスの安全祈願祭で

鍋
田

猛
男
様

(

上
島)

亡�
様

増
岡

ミ
ヨ
様

(

上
六
嘉)

亡

光
一
様

笠�
江
様

(

下
仲
間)

亡

ク
ミ
子
様

廣
田

三
郎
様

(

上
六
嘉)

亡

ノ
シ
子
様

吉
川
ヨ
ウ
子
様

(

西
村)

亡

正
次
様

甲
斐
サ
ツ
子
様

(

上
仲
間)

亡�
久
様

平
成
23
年
１
月
20
日
現
在

心
配
ご
と
相
談

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で

す
。
秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま

'11 �
スタート30秒前！

町村対抗駅伝スターター

年末警戒で激励巡回
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寒
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。
私
は

選
挙
も
担
当
し
て
い
ま
す
の
で
こ

の
１
月
間
の
忙
し
か
っ
た
こ
と
。

町
長
選
挙
が
８
年
振
り
、
町
議

選
挙
が
16
年
振
り
に
あ
っ
て
、
万

分
の
一
も
手
違
い
が
な
い
よ
う
に

念
に
は
念
を
い
れ
て
。
お
か
げ
で

ち
ょ
っ
と
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
た
感

じ
で
す
。
発
行
日
と
の
関
係
で
綱

渡
り
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
周
囲

の
協
力
で
大
過
な
く
終
っ
て
み
る

と
緊
張
の
度
が
一
挙
に
ゆ
る
ん
で

ひ
と
り
で
に
た
に
た
し
て
い
る
よ

う
で
す
。と
は
隣
席
の
Ｍ
君
の
話
、

と
も
あ
れ
世
は
間
も
な
く
春
、
伸

び
伸
び
と
い
き
ま
し
ょ
う(

Ｔ･

Ｊ)

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

�松キヌ子さん (82歳)

昭和３年11月28日生
(井寺)

｢
広
報
か
し
ま｣

は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

○健康の秘訣は何ですか？
畑で､ オクラや高菜などたくさんの種類の野菜を作って

いることですかね｡ 毎日いそがしかですよ (笑)｡ 作った
ものを配って､ 喜んでもらえるのも嬉しかですね｡ それと､
月１回の老人会の例会にも公民館まで歩いて行きますよ｡
○趣味は何ですか？
料理が好きですね｡ 今も毎朝６時に起きて､ 家族のお弁

当を２つ作っていますよ｡ それと老人会とかで旅行に行く
のも楽しかですねぇ｡

｢お友達との会話が楽しかです｡｣ と､ とっても素敵
な笑顔で話して下さった�松さん｡ いつまでもお元気
で｡ (係)

わ

が

家

の

自

信

作

( )

２月11日(金) からしま小児科 �235-6333(嘉島町)
２月13日(日) 山地外科胃腸科医院 �237-0003(嘉島町)
２月20日(日) 笹原外科胃腸科医院 �282-0070(御船町)
２月27日(日) のぐち皮ふ科 �237-4112(嘉島町)
３月６日(日) 榊田外科医院 �282-6363(御船町)
３月13日(日) 藤岡医院 �282-0405(御船町)
３月20日(日) 西村病院 �237-1551(嘉島町)
３月21日(月) 熊本回生会病院 �237-1133(嘉島町)

嘉島町の人口動態
平成23年１月末日現在

(前月比)

人 口

男

女

世帯数

8,829 人 (－９)

4,227 人 (－４)

4,602 人 (－５)

3,130 世帯 (－５)

わが家のお宝娘です｡
良く寝て良く飲んで良く笑い､ スクスク成長中！

桑田 佳奈 (かな) ちゃん

平成22年８月18日生

ご両親・桑田 泰信さん・貴美子さん
(鯰)

平
成
21
年
２
月
22
日
生

安
藤

好
美

(

こ
の
み)

ち
ゃ
ん

２歳のお誕生日おめでとう!!
沢山食べてすくすく育ってね!!

ご両親・安藤 拓雄さん・温子さん
(滝河原)

休 日 当 番 医

'11 �


